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町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、健
や
か
に
新
し

い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
「
芦
北
町
」が
誕
生
し
て
今
年
１
月

1
日
で
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。お
か
げ

さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、順
調
に
計
画
を
推

進
し
て
参
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。こ
れ

も
ひ
と
え
に
、芦
北
町
議
会
を
は
じ
め
町

民
の
皆
さ
ま
の
町
政
へ
の
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、衷
心
よ
り

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
10
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、南
九

州
西
回
り
自
動
車
道
の
田
浦
・芦
北
両
イ

ン
タ
ー
開
通
、地
域
間
交
流
ス
ポ
ー
ツ
グ

ラ
ウ
ン
ド
や
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の

整
備
な
ど
、町
民
活
動
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、生
活
イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備

を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、町
内
全
戸
に
防
災

行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機
を
配
備
し
た
ほ

か
、浸
水
被
害
多
発
地
域
に
排
水
機
場
を

整
備
す
る
な
ど
、安
全
・安
心
へ
の
取
り
組

み
に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。そ

の
他
に
も
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
無

料
化
な
ど
、全
国
に
誇
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
も
努
め
、誰
も
が
住
み
や
す

い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
に
誇
れ
る
素
晴
ら
し
い
出
来
事
も

あ
り
ま
し
た
。ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
本
町
出
身
の
藤
井
瑞
希
選
手
が
銀
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
芦
北
町
町
民
栄
誉
賞
第

１
号
を
授
与
し
ま
し
た
。昨
年
は
全
国
火

縄
銃
サ
ミ
ッ
ト
で
火
縄
銃
一
斉
射
撃
が
ギ

ネ
ス
世
界
記
録
に
認
定
さ
れ
、芦
北
発
の

ニ
ュ
ー
ス
が
世
界
に
向
け
て
発
信
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
他
に
も
県
内
最
大
規
模
の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
や
小
学
校
跡
地
へ
の

企
業
誘
致
な
ど
多
く
の
話
題
に
あ
ふ
れ
た

10
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
の
10
年
に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
す
本
年
の
テ
ー
マ
を
「
歩
武
堂
々
」

と
い
た
し
ま
し
た
。こ
の
言
葉
に
は「
堂
々

と
勇
ま
し
く
歩
く
様
」と
い
う
意
味
が
あ

り
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
10
年
間
皆
様
と
共

に
積
み
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
実
績
と
誇

り
を
確
か
な
自
信
に
転
化
し
、町
民
が
一

丸
と
な
り
堂
々
と
歩
を
進
め
て
い
け
ま

す
よ
う
、他
の
市
町
村
に
負
け
な
い
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
政
へ
の
よ
り
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、本

年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
輝
か

し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、輝
か
し
い
新
春
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

芦
北
町
議
会
第
４
代
議
長
と
し
て
、町

政
の
発
展
と
円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
に

誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
暖
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
に
対
し
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
年
は
、合
併
10
周
年
を
迎
え
、新
年
度

か
ら
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
と
し

て
、「
す
べ
て
は
、次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
」を
基
本
理
念
と
し
、各
種
の

施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。「
個
性
輝
き
活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ

た
、安
全
・
安
心
を
実
感
で
き
る
町
」を
目

指
し
、町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、合
併
後
３

期
目
を
迎
え
ら
れ
た
竹
﨑
町
長
の
下
で
、

更
な
る
活
力
あ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
、町
民
の
皆
様
と
一
体
に
な
り
積
極

的
に
町
政
運
営
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、国
政
に
お
き
ま
し
て
は
、昨
年
末

の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
自
由
民
主

党
が
多
数
の
議
席
を
獲
得
し
ま
し
た
。今

後
安
定
し
た
国
政
運
営
が
図
ら
れ
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、経
済
対
策
、社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
、エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
な
ど
喫
緊

の
問
題
も
山
積
し
て
お
り
、国
民
の
期
待

に
応
え
る
対
策
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
に
お
き
ま
し
て
は
、今
後
も
厳
し

い
財
政
状
況
に
加
え
、人
口
減
少
、少
子
・

高
齢
化
が
進
み
、次
世
代
に
一
層
負
担
が

か
か
る
こ
と
は
明
確
で
あ
り
、行
財
政
改

革
に
努
め
、効
率
的
な
運
営
を
強
力
に
推

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

芦
北
町
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、開
か

れ
た
議
会
を
目
指
す
中
で
、議
会
の
活
性

化
を
図
り
な
が
ら
、民
意
の
反
映
が
失
わ

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
決
意
も
新
た
に
地

方
自
治
の
振
興
・
発
展
に
向
け
、鋭
意
努

力
し
、町
の
更
な
る
飛
躍
と
発
展
を
目
指

し
て
最
善
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

む
す
び
に
、今
年
１
年
が
町
民
の
皆
様

に
と
り
ま
し
て
、幸
多
い
素
晴
ら
し
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

私
心
を
捨
て
去
り
、天
地
自
然
に
従
い

生
き
る
と
い
う「
則
天
去
私
」を
モ
ッ
ト
ー

に
最
善
を
尽
く
し
ま
す
。

則
天

去
私

年頭あいさつ年頭あいさつ

芦
北
町
長

竹
﨑
一
成

芦
北
町
議
会
議
長

寺
本
修
一

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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広報あしきた　1月号

　新芦北町が誕生して
10 年が経ちました。月
１ 回 発 行 の「 広 報 あ し
きた」もこの 10 年間で
120 回 発 行 し て き ま し
た。 第 １ 号 か ら 120 号
まで全ての表紙を見ると
改めて時間の流れの早さ
が感じられます。

　町内の地域づくり団体や文化・スポーツ団体など
が行うイベント情報などを掲載しませんか。
原稿提出締切　掲載前月の 25 日まで
２月号発行日　２月 16 日（月）
３月号発行日　３月 16 日（月）
※内容や紙面の都合により掲載できないことがあり 
　ます。
＊問い合わせ先
　総務課　秘書広報係
　☎（８２）２５１１（内線２１２）

人 口　　　１８，７７１人　（−２４）

男 　　　　８，８２６人　（−　８）

女 　　　　９，９４５人　（−１６）

65 歳以上　　　　７，２２３人　（＋１０）

世 帯 数　　　　７，４８６世帯　（−８）

人口のうごき（H27.1.1 現在）（　）内は前月比

みなまたあしきた

海老いろ色フェア
1月24日（土）〜３月１日（日）

店舗名 料理名
道の駅たのうら
レストランたばくまん

足赤エビ天丼

道の駅たのうら
タコヤキでん・でん

揚げタコ
「エビ入りチリソース味」

御立岬温泉センタ―
れすとらん 漁師風　足赤海老ピザ

マリーンスポット M 足あか天むす

味のなじみ 石海老のメンチカツ

ＪＡあしきたファーマーズ
 マーケット　でこぽん 中華丼

ビストロパザパ あしあか海老の
                  カルトッチョ

さるかに合掌亭 足赤えび南蛮

イタリア小料理
コラッジオ 天然足赤海老ドリア

■町内参加店舗（9 店舗）

＊問い合わせ先　
　水俣芦北地域観光推進協議会（芦北地域振興局内）
　☎（８２）４４４５

合併後の
あゆみ

芦北町は平成 17 年１月１日、数々の
歴史や文化、産業を引き継ぎ、旧芦
北町、旧田浦町が合併し誕生しまし
た。合併から 10 年間の芦北町の歩
みを種類ごとに分けて振り返ります。

交通の利便性の向上

10 年間を振り返る
特集　

田浦 IC 開通

芦北 IC 開通

たのうら御立岬公園駅開業
田浦・芦北両インターの開通をはじめ、町道や県道の開通・改良も
進み交通利便性が大きく向上しました。

佐敷駅通路橋開通 広域農道「七浦おれんじロード」が開通女島牛の水漁港
港湾道路完成

県道
二見田浦線開通

平成17年
２月27日平成21年

４月29日

平成17年
３月１日

平成25年
３月21日

平成26年
３月

平成25年
３月25日

平成25年
３月26日
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観光施設などの充実
芦北海浜総合公園グランドオープン

星野富弘美術館が開館

御立岬公園に塩むすび館オープン

湯浦温泉センタ―を建て替え

観光うたせレディース船就航

さまざまな観光施設や体験施設などがオープンし、町内外から多く
の利用者が訪れています。

旧古石小を改修した
古石みどりの里オー
プン

特産品の開発
柑橘類や海の幸、特製自酒「葦分」など、こ
れまでの特産品に加えて新たな商品がお目見
えしました。

平成18年
３月3日

平成18年
５月13日

平成17年
４月1日

平成26年
３月22日

平成25年
４月２日

平成17年
７月24日

大関山湧水「真っ清水」販売開始御立岬温泉塩「岬の御塩」と温泉塩を使った新たな商品

平成19年
４月3日

平成23年
〜

国際交流の推進

㈱テラプローブと立地協定（２回）　　　 東海カーボン㈱と立地協定（２回）

㈱アクアピアの製氷工場が白木小
跡地に完成

女島埋立地に
８メガワットのメガソーラー完成

矢城牧場跡地に 21.5 メガワットのメガソーラー完成

企
業
誘
致
の
推
進

企
業
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
、
芦
北
町
へ
の
工
場
進
出
や
県
内
最
大
級
の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

カンボジアに学校を贈る運動や英国派遣事業、海外からの研修員受
け入れなど、国際貢献・国際交流を進めてきました。

カンボジアに 4 校目の学校を建設

中高生を英国に派遣
カンボジアやブータン、韓国などから研修員や国際交流
員を受け入れ

平成19年
３月30日

平成23年
11月11日

平成18年
６月７日

平成23年
６月７日

平成26年
７月31日

平成25年
12月3日

平成26年
4月21日

平成21年
12月25日

平成25年
８月

特集　合併後のあゆみ特集　合併後のあゆみ
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スポーツ・文化の振興

ロンドンオリンピック銀メダリスト
藤井瑞希選手に町民栄誉賞を授与　

平成24年
10月６日

平成18年
11月5日

江上トミドキュメンタリードラマ放送

佐敷城跡が国史跡に指定 平成20年
３月28日

平成26年
９月28日全国火縄銃サミットで

一斉射撃がギネス世界記録認定

大相撲芦北場所開催

平成26年
11月30日

平成22年

地域活性化センター完成

平成24年
２月27日

葦北鉄砲隊がくまもと県民文化賞受賞

県体で空手道連覇

地域間交流スポーツグラ
ウンド落成V プレミアリーグ開催

交流センター落成 岩崎グラウンド落成

佐敷宿交流館完成JKAトレジャークラブ設立

特集　合併後のあゆみ特集　合併後のあゆみ

各種スポーツ・文化施設の整備を行い、より快適な空間で催しがで
きるようになりました。また、藤井瑞希選手の銀メダル獲得や火縄
銃一斉射撃のギネス認定など世界に誇れる出来事もありました。

安全・安心のまちづくり
防災行政無線の戸別受信機の配備や排水機場を整備するなど災害に
対する備えを整えています。

こ
ん
な
出
来
事
も

　
　
　
　

あ
り
ま
し
た

平成26年
８月・11月

芦北町消防団機動分団が県ポンプ操法
大会で優勝。全国大会で 10 位入賞

平成20年
４月1日

デジタル防災行政無線運用開始

浸水多発地域 7 カ所に排水機場を設置

湯北排水機場

白岩排水機場

駅などに
防犯カメラを設置

迫力満点の全日本トライアル選手権

冠水した国道３号
数年おきに集中豪雨が町を襲う

番外編田浦で天然クロマグロ捕獲
体長２m、体重 210 キロ

平成25年
５月13日

平成18年
７月22日

平成24年
６月7日

平成23年

平成26年

平成24年

平成22年平成21年

平成20年平成18年

平成24年
４月25日

平成24年
５月17日
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ＮＨＫのど自慢

出場者・観覧者募集♪

芦北町合併10周年記念

３月29日（日）午後０時15分〜午後１時（生放送）
【総合・ラジオ第１・国際】
※放送日時は変更になることがあります。

予選会 ３月28日（土）　午前11時40分〜午後5時（予定）

３月29日（日）　午前11時45分〜午後１時30分（予定）本　選

と
こ
ろ

芦北町民総合センタ―
「しろやまスカイドーム」

出　

演

予選会を通過した 20 組のみなさん

〈司　会〉　小田切千アナウンサー

往復はがきに下記の内容を記入してお送りください

出場申込み

ＮＨＫ熊本放送局

「のど自慢」出場係

８６０８６０２

※ここには何も書

かないでください。

申込みする方の

　①郵便番号

　②住　　所

　③名　　前

①郵便番号
②住所
③名前（よみがな）
④年齢
⑤性別
⑥電話番号
⑦職業（具体的に）
⑧曲目（1 曲）と歌手名
⑨選曲理由（簡単に）

ＮＨＫ熊本放送局

「のど自慢」観覧係

８６０８６０２

※ここには何も書

かないでください。

申込みする方の

　①郵便番号

　②住　　所

　③名　　前

①郵便番号

②住所

③名前

④電話番号

※出場資格は 15 歳以上の原則アマチュアの方に限ります。（中学生を除く）※応募は、１人（１組）１通に限ります。
※高校生、大学生は職業欄に部活動を記入してください。※グループで出場の場合は出場者全員の名前（よみがな）・年齢・
性別・職業（学生は部活動）を明記のうえ、代表者がお申し込みください。※応募後の曲目、出場メンバーの変更はできま
せん。※応募多数の場合は 250 組を選出のうえ、ご案内を３月９日（月）頃に発送します。

※応募多数の場合は抽選の上、１枚で２人様まで入場できる入場整理券を３月９日（月）頃に発送します。
※１歳以上のお子様から入場整理券が必要です。※インターネットオークションなどでの転売を目的としたお申し込みは固
くお断りいたします。なお、売買を目的としたお申し込みであると判明した場合には、抽選対象外とさせていただきます。

ご応募の際にいただいた情報は抽選・選出結果のご連絡のほか、ＮHＫでは受信料のお願いに使用させていただくことがあります。

２月16日（月）必着

予選の観覧には事前の
申込みは不要ですが、
満席の場合は入場を制
限することがあります。

と　

き

〈ゲスト〉　五木ひろし、島津亜矢

出場・観覧とも

※予選会は入場自由です。
満席の場合は入場をお断り
することもあります。

放
送
予
定

参加無料

＊問い合わせ先
ＮＨＫ熊本放送局（自動応答 24 時間対応）　
〔出場について〕☎０９６（３２６）８３５３　〔観覧について〕☎０９６（２１２）５６３６

応募方法

申込期限

本選観覧申込み

２月23日（月）必着
申込期限

五木ひろし 島津亜矢

往信おもて 返信うら 返信おもて 往信うら

往
信

返
信

往信おもて 返信うら 返信おもて 往信うら

往
信

返
信

教育、暮らしの充実
快適な教育環境を整えたり、日々の暮らしに必要な交通手段の確保
や水道施設の整備を行いました。

そして新たな 10 年へ
次の一歩を踏み出します

特集　合併後のあゆみ

全国に誇る木造の佐敷小校舎完成
県木材利用大型施設コンクールで熊本県賞受賞

女島活力推進センタ―落成近代的な城山配水池が完成

最新設備の学校給食セ
ンタ―が稼働

小中学校の普通教室に
空調設備を設置

一般客も乗車できる
ふれあいツクールバス運行開始

平成19年
１月7日

平成22年
６月１日

平成25年
10月30日

平成26年
8月

平成24年
７月24日平成24年



2015．1 122015．1広報あしきた　13 広報あしきた

日 月 火 水 木 金 土

22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

田浦子育て支援センター  行事予定（1/23 〜２/28）

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用できます。
一時保育も行っています。
▶センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時 30 分〜正午　午後２時 45 分〜５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

1月23日（金）クッキング（おやつ作り）　
27日（火）身体測定・誕生会　29日（木）志岐先生による読み聞かせ
２月３日（火）豆まき集会　9日（月）〜13日（金）手芸を楽しもう
19日（木）ひな人形作り　24日（火）身体測定・誕生会（２・３月生）
27日（金）お別れ遠足（日奈久公園）

＊イベントについての問い合わせ先
　芦北町役場　　　　☎（８２）２５１１
　教育委員会　　　　☎（８７）１１７１
　保健センター　　　☎（８６）０２００
　社会教育センター　☎（８２）２２１３

１月
芦北町イベントカレンダー

1月22日〜2月28日

図書館休館日
【社教センター】
1月26日（月）、2月１日（日）、11日（水・祝）
【田浦図書室】
２月9日（月）、23日（月）

2 月

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

1歳 6カ月児健診

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）
３〜４カ月児健診

（保健センター）

新米パパママ教室
（保健センター）

芦北町音楽祭
13:30 〜

（しろやまスカイドーム）

建国記念日

うたせ杯ジュニア空

手道大会

（しろやまスカイドーム）

町県民税申告受付

開始（各申告会場）

〜３月 16 日

消費生活相談会

13:30 〜※要予約

（役場３階会議室）

漁協朝市初売り
6:45 〜
（芦北町漁協）

星野富弘美術館

「星野富弘詩画と

公募入賞作品展」

〜５月 10 日

でこぽんキッズ

（保健センター）

離乳食教室
（保健センター）

３歳児健診

（保健センター）

ラケットテニス大会

18:30 〜
（しろやまスカイドーム）

韓国文化講座「アン

ニョン韓国」10:00 〜

（社教センタ―）

年金出張相談

9:40 〜※要予約

（役場３階会議室）

町防災訓練 8:30 〜
（しろやまスカイドーム）

みなまたあしきた

海老いろ色フェア

（管内各店舗）

〜３月１日
国
登
録
有
形
文
化
財

平
成
14
年
８
月
21
日
登
録

44 

旧
津
奈
木
隧
道

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

一
緒
に
撮
っ
て
み
ま
し
ょ
う
^^

　

次
は
、
再
び
わ
い
た
「
チ
メ
ッ
」
ブ
ー
ム

で
す
。
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
や
甘
辛
ソ
ー
ス
の

チ
キ
ン
を
食
べ
な
が
ら
ビ
ー
ル
を
飲
む
こ
と

は
相
性
が
と
て
も
よ
い
の
で
チ
キ
ン
＆
ビ
ー

ル
（
韓
国
で
は
ビ
ー
ル
の
こ
と
を
「
メ
ッ

チ
ュ
」と
い
い
ま
す
）を
合
わ
せ
て「
チ
メ
ッ
」

と
い
い
ま
す
。
韓
国
で
は
ビ
ー
ル
の
お
つ
ま

み
と
し
て
一
番
好
ま
れ
る
の
が
チ
キ
ン
で
、

チ
キ
ン
の
専
門
店
や
チ
ェ
ー
ン
店
が
数
多
く

存
在
し
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
な

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
の
と
き
は
欠
か
せ
な
い

大
人
気
の
「
チ
メ
ッ
」
は
昔
か
ら
あ
っ
た
言

葉
で
す
が
、
今
年
大
ヒ
ッ
ト
し
た
「
星
か
ら

来
た
あ
な
た
」
と
い
う
ド
ラ
マ
の
主
人
公
が

大
好
物
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
ブ
ー
ム

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
お
か
げ
で
友
人
た
ち

と
「
チ
メ
ッ
」
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

一
週
間
の
里
帰
り
は
短
く
感
じ
ま
し
た

が
、
た
く
さ
ん
の
元
気
を
も
ら
っ
て
き
ま
し

た
。
家
族
や
友
人
と
の
再
会
が
こ
れ
か
ら

も
っ
と
頑
張
れ
る
原
動
力
に
な
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
ま
た
来
月
^^

（
第
32
回
）

芦
北
町
国
際
交
流
員

李
允
景
（
イ
・
ユ
ン
ギ
ョ
ン
）

「
三
太
郎
峠
」
は
、
長
ら
く
馬
車
も
通
れ
な

い
状
況
で
し
た
。
当
時
、
第
37
号
線
と
呼
ば

れ
た
旧
国
道
は
、
球
磨
川
沿
い
ル
ー
ト
（
八

代
―
百
済
来
―
吉
尾
―
大
野
―
湯
浦
経
由
）

と
の
激
し
い
誘
致
合
戦
の
末
、
現
在
の
薩
摩

街
道
沿
い
の
ル
ー
ト
に
決
定
さ
れ
、
明
治
41

年
（
１
９
０
８
）
に
全
線
開
通
し
ま
す
。
旧

国
道
は
、
昭
和
40
年
（
１
９
６
５
）
に
新
し

い
国
道
3
号
線
が
開
通
す
る
ま
で
の
約
60
年

間
、
芦
北
地
方
の
陸
上
交
通
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。
自
動
車
が
普
及

し
た
現
在
で
も
使
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
先
人
た
ち
の
技

術
と
先
見
の
明
に
は
、

た
だ
た
だ
感
心
す
る
ば

か
り
で
す
。

　

登
録
文
化
財
制
度

は
、
平
成
８
年
度
に
始

ま
っ
た
も
の
で
す
。
築

後
50
年
を
経
過
し
た
歴

史
的
建
造
物
を
対
象

に
、
文
化
財
と
し
て
の
保
存
と
資
産
と
し
て

の
活
用
を
目
的
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
指
定

文
化
財
よ
り
規
制
が
緩
く
、
地
域
活
性
化
の

素
材
と
し
て
も
活
用
し
や
す
い
文
化
財
と

な
っ
て
お
り
、
本
町
で
は
佐
敷
・
津
奈
木
の

旧
ト
ン
ネ
ル
の
他
に
、
藤
崎
家
住
宅
（
赤
松

館
）
と
武
徳
殿
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

새
해 

복 

많
이 

받
으
세
요
！

（
セ
ヘ　

ボ
ッ　

マ
ニ
バ
ド
ゥ
セ
ヨ
！
※
韓

国
の
新
年
あ
い
さ
つ
）

　

み
な
さ
ん
、
年
末
年
始
は
家
族
と
過
ご
し

ま
し
た
か
？
私
も
里
帰
り
を
し
て
、
家
族
は

も
ち
ろ
ん
、
友
人
と
も
会
っ
て
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
里
帰
り
で
特
に
印
象
に
残
っ

た
２
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、「
セ
ル
カ
棒
」（
自
撮
り
の
こ
と
を

韓
国
で
は
セ
ル
フ
カ
メ
ラ
を
略
し
て
「
セ
ル

カ
」
と
呼
び
ま
す
。）
と
呼
ば
れ
る
「
自
撮

り
棒
」
で
す
。
こ
れ
は
携
帯
や
カ
メ
ラ
を
長

い
棒
に
固
定
し
、
リ
モ
コ
ン
や
タ
イ
マ
ー
を

使
っ
て
自
分
撮
り
が
で
き
る
便
利
な
代
物
。

綺
麗
な
背
景
が
写
っ
た
り
、
大
勢
の
人
が
集

ま
っ
て
も
全
員
画
面
に
入
っ
た
り
し
て
、
と

て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。「
一
人
旅
の

と
き
は
誰
か
に
写
真
を
頼
ま
な
く
て
も
自
由

自
在
に
撮
れ
る
か
ら
い
い
よ
」
と
い
う
友
達

の
話
を
聞
い
て
、
つ
い
私
も
買
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
！
韓
国
で
は
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
み
ん

な
棒
を
持
っ
て
写
真
を
撮
っ
て
い
た
の
で
違

和
感
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
芦
北
町
に

持
っ
て
く
る
と
、
な
ん
だ
か
自
撮
り
棒
を
使

う
勇
気
が
あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）。
み
な
さ
ん
、

　

今
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
三
太
郎
駅
伝
の

コ
ー
ス
は
、
明
治
時
代
の
旧
国
道
を
基
本

ル
ー
ト
と
し
て
い
る
こ
と
は
ご
存
じ
の
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
津
奈
木

隧
道
は
、
本
町
の
大
川
内
と
津
奈
木
町
の
境

目
に
あ
り
、
両
町
共
有
の
国
登
録
文
化
財
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

旧
津
奈
木
隧
道
は
明

治
32
年（
１
８
９
９
）に

着
工
し
旧
佐
敷
隧
道
よ

り
も
２
年
早
い
明
治
36

年
（
１
９
０
３
）
に
完

成
し
ま
し
た
。
全
長
は

211
・
6
ｍ
（
旧
佐
敷
隧

道
の
約
半
分
）、
幅
5

ｍ
、
中
央
高
4.4
ｍ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
設

計
・
施
工
は
ド
イ
ツ
人

（
ま
た
は
オ
ラ
ン
ダ
人
）
技
師
に
よ
る
と
さ

れ
、
田
浦
で
生
産
さ
れ
た
レ
ン
ガ
が
使
用
さ

れ
ま
し
た
。
旧
佐
敷
隧
道
と
同
じ
く
、
城
門

の
よ
う
な
レ
ン
ガ
積
の
ア
ー
チ
が
レ
ト
ロ
な

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
ま
す
。
明
治
時
代
の
ト

ン
ネ
ル
で
同
様
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
大
規
模
な

も
の
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
土
木

技
術
を
知
る
上
で
貴
重
と
い
え
ま
す
。

　

明
治
時
代
、
全
国
的
に
道
路
が
整
備
さ
れ

ま
す
が
、
薩
摩
街
道
最
大
の
難
所
で
あ
っ
た

芦北に残る文化遺産

セルカ棒で友人と記念撮影

伸
縮
自
在
の
セ
ル
カ
棒
（
※
先
端
に
は
携
帯
電
話
を
固
定
し
て
い
ま
す
。）

↑

景け
い

さ
ん
の

芦
北
チ
ョ
ア
チ
ョ
ア
記

詩画公募展表彰式

11:00 〜

（星野富弘美術館）
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⑴
印
鑑
（
認
印
可
）

⑵
所
得
を
証
明
す
る
資
料
（
源
泉
徴
収
票
、
事
業
主
の
支
払
証
明
書
、
収
支
明
細
書
な
ど
）

⑶
各
種
控
除
を
受
け
る
人
は
そ
の
証
明
書
・
領
収
書
（
医
療
費
、
生
命
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険

　

料
な
ど
）

⑷
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
障
害
者
手
帳
な
ど

⑸
所
得
税
の
還
付
申
告
を
さ
れ
る
人
は
、
本
人
名
義
の
還
付
口
座
の
分
か
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

町
県
民
税
申
告
の
お
知
ら
せ

◆
申
告
の
際
に
必
要
な
も
の

◆
申
告
が
必
要
な
人

平 成 27 年 度 　 町 県 民 税 申 告 受 付 日 程

＊
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課　

住
民
税
係　

　

☎（
82
）２
５
１
１（
内
線 

121
・

122
・

123
）

⑴
勤
務
先
か
ら
芦
北
町
に
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
な
い
人
お
よ
び
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な

　

い
人

⑵
給
与
・
公
的
年
金
以
外
に
所
得
が
あ
る
人
（
農
業
・
不
動
産
・
配
当
・
譲
渡
・
雑
所
得
な
ど
）

⑶
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人

⑷
給
与
所
得
者
で
、
前
年
中
に
退
職
し
再
就
職
し
て
い
な
い
人

⑸
扶
養
控
除
、
医
療
費
控
除
、
そ
の
他
諸
控
除
の
申
告
を
す
る
人

⑹
税
法
上
、
誰
の
扶
養
に
も
な
っ
て
い
な
い
人

⑺
町
外
に
居
住
す
る
人
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
る
人

⑻
住
所
や
居
所
が
町
外
に
あ
り
、
町
内
に
事
務
所
や
家
屋
敷
を
持
っ
て
い
る
人

※
前
年
の
収
入
が
無
か
っ
た
人
で
も
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
判
定
や
所
得
証
明
の
発
行
な
ど

そ
の
他
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
税
申
告
の
内
容
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

２
月

16
日
㈪
か
ら

３
月

16
日
㈪
ま
で

※
申
告
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
医
療
費
や
農
業
経
費
な
ど
の
領
収
書
は
、
整
理
し
て
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
医
療
費
は
人
別
・
医
療
機
関
別
に
、　

農
業
な
ど
の
経
費
は
農
薬
代
や
肥
料
代
な
ど
種
類

別
に
合
計
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
度
町
県
民
税
は
、
平
成
27
年

１
月
１
日
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
の
平
成

26
年
中
の
所
得
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
申
告
は
町
県
民
税
だ
け
で

は
な
く
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
を
決
定

す
る
資
料
や
福
祉
、
医
療
、
教
育
資
金
な

ど
の
給
付
の
資
料
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な

申
請
の
と
き
に
必
要
と
な
る
所
得
証
明
の

も
と
に
な
る
も
の
で
す
。
期
間
中
に
必
ず

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
税
務
署
へ
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
人
は
、
町
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

期間：２月 23日（月）〜３月6日（金）※土・日除く
時間：午後６時〜午後７時

　出張申告期間中は、申告会場に職員が出ており、本庁税務課では少人数での対応になります。申
告以外の用件で来庁する人も多い時期ですので、夜間申告時以外の役場税務課での申告は受付でき
ません。お住まいの地区以外の申告受付日でも申告できますので、各申告会場をご利用ください。
それでも時間の都合がつかない人は、夜間申告受付や地区指定なしの期間をご利用ください。田浦
基幹支所での申告受付は行っていませんのでご注意ください。

◎国税電子申告・納税システム「ｅ - Ｔａｘ」について
　国税電子申告・納税システム「ｅ - Ｔａｘ」を利用することにより、所得税や消費税など国税の申
告納税、法定調書の提出などの申請・届出が事務所や自宅に居ながらにして、インターネットで行う
ことができます。ぜひご利用ください。

　＊問い合わせ先　　八代税務署　　☎０９６５（３２）３１４１　（自動音声案内）

※
期
間
前
の
申
告
は

　
　
　
　
　

受
付
で
き
ま
せ
ん

月日 地区名 時間 申告会場 月日 地区名 時間 申告会場

2/16
（月）

海浦
午前 9 時 30 分
～正午

地域活性化センター
２階大会議室

2/27
（金）

米田・丸山
午前 9 時 30 分
～正午

きずなの里
トレーニング室

井牟田・波多島
午後 1 時
～午後 4 時

湯東・湯北
豊岡

午後 1 時
～午後４時

2/17
（火）

小田浦５～７
午前 9 時 30 分
～正午 3/2

（月）

大川内
午前 9 時 30 分
～正午

小田浦１～４
午後 1 時
～午後 4 時

宮崎・湯南団地
午後 1 時
～午後 4 時

2/18
（水）

横居木
田浦３・４

午前 9 時 30 分
～正午 3/3

（火）

高岡・古石
午前 9 時 30 分
～正午

田浦１・２
午後 1 時
～午後 4 時

湯南
午後 1 時
～午後３時

2/19
（木）

田浦町１・２
午前 9 時 30 分
～正午 3/4

（水）

伏木氏・花北 
諏訪・花東

午前 9 時
～正午

役場本庁舎 
３階大会議室

田浦町３・４
午後 1 時
～午後 4 時

松生・大尼田 
立川

午後 1 時
～午後 4 時

2/20
（金）

地区指定なし

午前 9 時 30 分
～正午 3/5

（木）

花西
午前 9 時
～正午

午後 1 時
～午後３時

福浦・沖
女島西・平生

午後 1 時
～午後 4 時

2/23
（月）

上原・海路
高田辺・内木場

箙瀬

午前 9 時 30 分
～正午

東部保健福祉
センター

3/6
（金）

田川・桑原
午前 9 時
～正午

吉尾・市居原
午後 1 時
～午後 4 時

八幡・宮浦
午後 1 時
～午後 4 時

2/24
（火）

永谷・黒岩
大岩２

午前 9 時 30 分
～正午 3/9

（月）

向町・本町
新町・上町

午前 9 時
～正午

岩屋川内
大岩１

午後 1 時
～午後３時

道川内・乙千屋
午後 1 時
～午後 4 時

2/25
（水）

白石・告・塩浸
午前 9 時 30 分
～正午

大野出張所
２階大研修室

3/10
（火）

鶴木山・計石
午前 9 時
～正午

天月・白木
午後 1 時
～午後 4 時

白岩・芦北
午後１時
～午後４時

2/26
（木）

市野瀬・國見
午前 9 時 30 分
～正午

3/11（水）

3/16（月）
（土・日除く）

地区指定なし

午前 9 時
～正午

大野
午後 1 時
～午後３時

午後 1 時
～午後 4 時

（
土
・
日
は
除
く
）

申告受付期間

税務署からのお知らせ

◇
お
願
い
◇

●夜間申告受付 場所：役場本庁舎１階税務課

〜
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お 知 ら せお 知 ら せ

　土地の境界に関するトラブルに法務局が相談に
応じます。
■日時　２月 15 日（日）午前 10 時〜午後３時
■場所　熊本地方法務局八代支局
＊予約申込先【２月 13 日（金）午後 5 時まで】
　熊本地方法務局八代支局
　☎０９６５（３２）２６５４

　芦北町ほたるの里山保全連絡協議会では、ほた
るを題材とした短歌・俳句・川柳を広く募集しま
す。採用された作品は４月発行の「ほたるのたよ
り」に掲載します。
■応募期限　2 月 20 日（金）必着
■応募方法　応募作品と住所、氏名、電話番号お
よび「ほたるの短歌・俳句・川柳申込」と書いた
ものを役場住民生活課に直接提出するか、郵送で
お願いします。※用紙や様式は問いません。一人
何点でも応募できます。名前を公表したくない場
合は匿名と記入ください。
＊応募・問い合わせ先
　〒８６９ー５４９８（住所不要）
　芦北町役場　住民生活課　環境対策係
　☎（８２）２５１１（内線１４７）

ほたるの短歌・俳句・川柳募集

　

▶日時　２月 28 日（土）　午後２時 30 分〜
▶場所　熊本県環境センター
▶定員　100 人（先着順）▶費用　無料　
▶申込期限　２月 15 日（日）まで
▶申込方法　住所、氏名、年齢、電話番号を明記し
　てハガキ、ＦＡＸ、Ｅメールで申し込んでください。

＊申込・問い合わせ先
　熊本県環境センター　
　☎（６２）２０００　FAX（６２）１２１２
　Ｅメール：center@kumamoto- eco.jp　

熊本県環境センター  環境セミナー

境界トラブル無料相談所を開設

募
集

相
談

　給付金の受付は昨年 12 月 26 日で締切りまし
たが、町内では支給対象の可能性のある約 500
人の方が未だ申請をされていません。やむを得な
い事由で申請ができなかった場合は、２月 27 日

（金）まで申請を受け付けます。

　次のような場合などに申請ができます。
①当初平成 26 年度分の市町村民税が課税されて
いたが、修正申告などにより非課税者となった。
②申請期間中、町外や施設などに居住していた。
または病院に入院していた。
③給付金加算分について、申請期間の終了までに
年金や手当などの裁定・認定の結果が判明しな
かった。　など

　ご不明な場合は問い合わせください。

＊問い合わせ先
　福祉課　社会福祉係
　☎（８２）２５１１（内線１５１）

臨時福祉給付金の
申請はお済みですか

給
付
金

　平成 27 年度スポーツ安全保険加入の受付が３
月から始まります。スポーツ・文化・ボランティ
ア・地域活動団体は万一のケガに備えて保険に加
入しましょう。
■加入条件　５人以上の団体
■対象　団体での活動中や団体活動への往復中の
　　　　事故
■内容　傷害・賠償責任・突然死葬祭用保険
■掛金　中学生以下は 800 円から、高校生以上は
　　　　活動内容によって金額が異なります。
＊問い合わせ先
　スポーツ安全協会熊本県支部
　☎０９６（２１３）９０１５

スポーツ安全保険に加入しましょう保
険

　肝炎サロンは肝炎患者やそのご家族など肝炎に
関心のある人のための情報交換の場です。参加費
は無料で事前の申込みも不要です。

＊問い合わせ先
　熊本県　健康危機管理課
　☎０９６（３３３）２７８３

「肝炎サロン」を開催します健
康

日　時 場　所 講　師

２月５日（木）
　午後１時30分
　〜午後４時

八代地域振興局
5 階大会議室

佐々木雅人先生
（熊本労災病院）

２月17日（火）
　午後２時〜
　午後４時30分

熊 本 大 学 医 学 部 附
属 病 院 山 崎 記 念 館

（1 階）

福林光太郎先生
（熊本大学医学部附

属病院）

　落ち着きがない、集団にとけ込めない、なんと
なく不器用など気になる子どもの行動を作業療法
士の視点から考え、支援していく方法を学びます。
■日時　２月８日（日）　午前 10 時〜正午
■場所　水俣市もやい直しセンタ―３階ホール
■講師　森本誠司氏（熊本保健科学大学）
　　　　寺川由莉氏（くまもと芦北療育医療センター）
■参加料　無料（先着 250 人）
■対象　子どもの発達に関心がある人はどなたで
　　　　も参加できます。※参加にはメールでの
　　　　事前申込みが必要です。
■申込期限　1 月 28 日（水）
＊問い合わせ・申込み先
　熊本県作業療法士会　芦北水俣ブロック
　メール：ashimizuot@outlook.jp

発達支援セミナー「作業療法士と考
える不器用な子どもたちへの支援」

子
育
て

　家族や大切な人を自死で亡くされた人への理解
を深めるための講演会とご遺族の交流会を開催し
ます。参加費無料。交流会はご遺族のみの参加。
■日時　２月３日（火）
　　　　講演会：午後１時〜２時 45 分
　　　　交流会：午後３時〜４時 30 分
■場所　宇城松橋総合体育文化センター
■参加方法　当日直接会場へお越しください
＊問い合わせ先
　熊本県精神保健福祉センター
　☎０９６（３８６）１１６６

自死遺族支援を考える講演会講
演

　高校・短大・大学などへの入学や在学中に必
要な資金を固定金利で利用できます。限度額 350
万円、利率は年 2.25％で返済期間は 15 年以内。
＊問い合わせ先
　日本政策金融公庫　教育ローンコールセンタ―
　☎０５７０（００８）６５６

国の教育ローン（公的融資制度）教
育

２月の
イベント

２月   １日（日）万華鏡を作ろう
２月 14 日（土）大人の裂き織り教室

￥10,000

　熊本県しごと相談・支援センターでは 2 月の
第１・第３水曜日に特定テーマで労働相談を行い
ます。
■期日・テーマ
　・２月４日（水）　
　「未払い賃金（未払い残業代）について」
　・２月 18 日（水）
　「解雇、退職勧告・退職、雇い止めについて」
　相談は午後１時〜午後４時まで。
　社会保険労務士の相談員が応対します。
　※その他の労働相談も受け付けます。
■場所　熊本県しごと相談・支援センター
＊問い合わせ先
　熊本県しごと相談・支援センタ―
　☎０９６（３５２）３６１３

特定テーマの労働相談相
談
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ま ち の わ だ い まちのわだいまちのわだい

　12 月 17 日、芦北警察署協議会（岩本賢二会長）の定
例会で、芦北署の中堅署員８人と協議会委員による意見
交換が行われました。協議会委員から「芦北について感
じることは？」などの質問があり、署員の一人は「芦北
は地域内のつながりが強く、警察に対する住民感情もよ
いと思う。何かあれば気軽に相談、連絡してほしい」と
話していました。同協議会はこれまでに若手警察官とも
意見交換するなど積極的な活動を行っています。
　警察署協議会は警察署長が住民の意見・要望を聴く機
関として、また警察の業務運営に理解と協力を求める場
として全国の警察署に設置されています。

警察署協議会で意見交換を行う中堅署員（写真左側）と協
議会委員（写真右側）

警察署協議会と署員が意見交換

竹﨑町長に募金を手渡す平井さん

まち かどフォトスナップ

田浦地区で行われた芦北郡手をつなぐ育成会のクリーン
作戦。約120人が参加してごみを拾いました（12月６日）

計石保育園と芦北幼稚園の園児が佐敷駅でクリ
スマスツリーとリースの飾り付け（12 月 9 日）

学
校
建
設
募
金
に
寄
附

カ
ン
ボ
ジ
ア

　

飲
食
店
ビ
ス
ト
ロ
パ
ザ
パ
を
経
営
す
る
平

井
雅
臣
さ
ん
が
11
月
28
日
、
国
際
交
流
協
会

会
長
の
竹
﨑
町
長
に
募
金
を
手
渡
し
ま
し

た
。
平
井
さ
ん
は
芦
北
伽
哩
街
道
の
カ
レ
ー

１
皿
に
つ
き
１
０
０
円
を
募
金
す
る
こ
と
を

メ
ニ
ュ
ー
に
記
載
。
期
間
中
２
５
６
皿
を
売

上
げ
、
２
万
５
，
６
０
０
円
を
寄
附
し
ま
し

た
。
平
井
さ
ん
は
店
内
に
も
募
金
箱
を
設
置

す
る
な
ど
長
年
に
わ
た
り
募
金
活
動
に
協
力

し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
佐
藤
産
業
が
11
月
に
創
業
60
周

年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
12
月
１
日
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
学
校
を
贈
る
運
動
に
20
万
円

を
寄
附
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
募
金
総
額
は
７
０
８
万
６
千

円
と
な
り
、
今
年
12
月
に
５
校
目
の
建
設
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　芦北町漁協が水俣・芦北地域雇用創造協議会の委託を
受け、２年前から養殖に取り組んでいた芦北マガキの試
食会が 12 月４日にあり、関係者ら約 30 人が焼きたて
のマガキに舌鼓を打ちました。芦北マガキは濃厚でク
リーミーな味わいが特徴で、今後は生産量の増加やブラ
ンド化を目指します。
　また、12 月 13、14、20、21 日には観光うたせ休憩
所に期間限定で牡蠣小屋が開店。町内外から多くの人が
訪れ、マガキやアシアカエビ、ニシ貝などの芦北の海の
幸を堪能しました。

試食会でマガキを味わう参加者

はやぶさ２打ち上げに歓声

はやぶさ２打ち上げの成功に拍手を贈る参加者たち

　小惑星探査機「はやぶさ２」打ち上げのパブリック
ビューイングが 12 月３日に国登録有形文化財藤崎家住
宅「赤松館」で行われました。赤松館７代目当主の藤崎
正彌さんが三菱重工業でロケットエンジンなどを製造・
設計する責任者だったことから実施され、藤崎さんの解
説を聞きながら、発射の瞬間を見守りました。はやぶさ
２が無事に発射されると、集まった約 30 人の住民など
からは歓声と拍手がわきました。藤崎さんは「人類の歴
史にとっても記録すべき面白い実験。成果に期待したい」
と話しました。

濃厚でクリーミー「芦北マガキ」

　芦北駅伝大会が 12 月７日に開催され、学校や職場な
どで結成された 25 チーム（小学校の部 13 チーム、中
学校の部 6 チーム、一般・高校の部 6 チーム）が女島
活力推進センター周回コースでタイムを競いました。

【小学校の部】　　　　　【中学校の部】
　１位　湯浦小学校Ｃ　　１位　袋中学校
　２位　内野小Ａ　　　　２位　津奈木中３年合格祈願
　３位　田浦南クラブＡ　３位　田浦中学校Ａ

【一般・高校の部】
　１位　水俣消防署
　２位　芦北消防署　３位　チーム田浦ランナーズ

仲間とタスキをつなぐ

ちびっこ力士が熱戦

ちびっこ力士たちが元気な取り組みを見せました

　ＪＫＡトレジャークラブ主催の第５回七浦ちびっこ相
撲大会が 12 月７日に交流センターで行われ、町内外か
ら約 100 人の幼稚園児・保育園児が参加しました。
大会結果（町内関係のみ）

【団体戦】◆年少　２位　田浦保育所
　　　　  ◆年中　優勝　計石保育園
　　　　　　　　  ２位　田浦保育所Ａ
　　　　　　　　  ３位　芦北幼稚園

【個人戦】◆年少　２位　緒方颯（計石保育園）
　　　　  ◆年中　２位　木下碧（計石保育園）
　　　　　　　　  ３位　戸田勇翔（計石保育園）

今回からコースが女島活力推進センター周辺に変わりました

平
井
雅
臣
さ
ん
と
佐
藤
産
業

宮島博美国際交流協会副会長（写真右）に募金を手渡す
㈱佐藤産業創業 60 周年記念実行委員会の皆さん

田川地区明るい農村づくりで餅つきを体験する
ＡＬ T のニコラス・バーンさん（12 月７日）
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芦
北
消
防
署

芦
北
警
察
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

☎（
８
２
）３
１
１
０

火
災
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う■

寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

　

う
！

 

・
た
ば
こ
は
、
布
団
や
ベ
ッ
ド
の
上

　

で
は
吸
わ
な
い
。

 

・
シ
ー
ツ
や
掛
け
布
団
カ
バ
ー
は
、

　

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

 

・
吸
殻
は
、
灰
皿
に
溜
め
ず
に
定
期

　

的
に
捨
て
る
。

 

・
吸
殻
を
捨
て
る
際
は
水
を
か
け
、

　

完
全
に
火
が
消
え
て
い
る
こ
と
を

　

確
認
し
て
か
ら
捨
て
る
。

 

■
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

　

も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

　

し
ょ
う
！

 

・
洗
濯
物
を
ス
ト
ー
ブ
の
上
や
近
く

　

で
干
し
た
り
乾
か
し
た
り
し
な
い
。

 

・
部
屋
を
離
れ
る
と
き
や
寝
る
と
き

　

は
必
ず
火
を
消
す
。

 

・
灯
油
を
給
油
す
る
と
き
は
、
必
ず

　

火
を
消
し
て
か
ら
行
う
。

 

・
間
違
っ
て
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
を
給

　

油
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

１
１
０
番
は
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

事
件
・
事
故
な
ど
の
緊
急
時
に
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
事
や
照
会
な
ど
急
が
な
い

ご
用
件
は
、
警
察
相
談
電
話
（
♯

９
１
１
０
）
ま
た
は
芦
北
警
察
署
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

※
♯
９
１
１
０
は
、
プ
ッ
シ
ュ
ホ

ン
回
線
し
か
使
え
ま
せ
ん
。
ダ
イ

ヤ
ル
式
の
電
話
か
ら
は
「
０
９
６

（
３
８
３
）
９
１
１
０
」
に
電
話
し

て
下
さ
い
。

　

い
た
ず
ら
電
話
に
よ
り
本
当
に
緊

急
な
１
１
０
番
通
報
が
つ
な
が
ら

ず
、
重
大
な
事
件
・
事
故
の
解
決
に

大
き
な
障
害
を
与
え
る
ば
か
り
で
な

く
、
人
の
生
命
や
身
体
を
も
危
険
に

さ
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▼
な
に
が
…
何
が
あ
っ
た
か

　
　
　
　
　
（
事
件
か
、
事
故
か
）

▼
い
つ
…
何
時
頃
あ
っ
た
の
か

▼
ど
こ
で
…
発
生
し
た
場
所
は
、

　
　
　
　
　

場
所
の
目
標
は

な
ど
の
要
領
で
落
ち
着
い
て
話
し
て

く
だ
さ
い
。
警
察
官
の
早
期
現
場
到

着
の
た
め
、
事
件
・
事
故
が
発
生
し

た
ら
、直
ち
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

１
１
０
番
通
報
は
、
ど
の
地
域
か

ら
で
も
全
て
警
察
本
部
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
場
所
を
詳
し
く
説
明
し

て
く
だ
さ
い
。（
住
所
、近
く
の
建
物
・

駅
・
停
留
所
な
ど
の
目
標
物
、
電
柱

の
番
号
な
ど
）

《
注
意
事
項
》

・
運
転
時
は
必
ず
停
車
し
て
か
ら
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

・
県
境
付
近
で
は
他
県
の
警
察
に
つ

な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
転
送

さ
れ
ま
す
の
で
電
話
を
切
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

芦
北
町
防
犯
協
会
書
記
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

１
人

■
年
齢　

昭
和
61
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　

平
成
９
年
４
月
２
日
ま
で

　
　
　
　

に
生
ま
れ
た
人

■
勤
務
内
容　

防
犯
協
会
事
務

■
勤
務
場
所　

芦
北
警
察
署
内

■
受
付
期
間　

１
月
26
日
㈪
〜
30
日
㈮

※
勤
務
条
件
や
試
験
内
容
な
ど
の
詳

　

細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

＊
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

芦
北
町
防
犯
協
会
事
務
局

　
（
芦
北
警
察
署
内
）

　

☎
（
８
２
）
２
２
１
３

芦
北
町
防
犯
協
会

書
記
募
集
！

１
１
０
番
は「
緊
急
時
の

　
　

通
報
用
」の
電
話
で
す

い
た
ず
ら
電
話
は

　
　

絶
対
に
や
め
て
下
さ
い

１
１
０
番
す
る
時
は

　

聴
覚
や
言
語
に
障
害
が
あ
る
人
が

事
件
や
事
故
に
遭
っ
た
と
き
に
す
ぐ

に
通
報
で
き
る
よ
う
、
次
の
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

◎
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
０
番

　

０
９
６
（
３
８
２
）
２
１
１
０

◎
メ
ー
ル
１
１
０
番

　

ku
m

am
o

to
-p

o
lice1

1
0

@
deluxe.ocn.ne.jp

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
芦
北

町
で
は
過
去
５
年
間
に
年
間
平
均
約

５
件
の
建
物
火
災
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
原
因
と
し
て
は
、
こ
ん
ろ
、
た

ば
こ
の
不
始
末
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

暖
房
器
具
か
ら
の
出
火
が
大
半
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら

12
月
10
日
ま
で
８
件
の
火
災
が
発
生

し
て
お
り
、
う
ち
２
件
は
建
物
火
災

で
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
に

注
意
し
、
不
注
意
か
ら
発
生
す
る
火

災
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

■
調
理
中
の
火
災
に
気
を
つ
け
ま

　

し
ょ
う
！

 

・
こ
ん
ろ
か
ら
離
れ
る
際
は
必
ず
火

　

を
消
す
。

 

・
こ
ん
ろ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

　

の
を
置
か
な
い
。

■
現
在
、
健
康
だ
と
思
い
ま
す
か
。

■
生
活
全
般
に
つ
い
て
、
現
在
ど
の 

　

程
度
満
足
し
て
い
ま
す
か
。

■
日
頃
か
ら
１
日
30
分
以
上
の
運
動

　

を
し
て
い
ま
す
か
。

　

昨
年
９
月
に
実
施
し
た
「
健
康
に

関
す
る
実
態
調
査
」
の
中
か
ら
主
な

結
果
に
つ
い
て
、
今
月
号
と
来
月
号

の
２
回
に
分
け
て
報
告
し
ま
す
。

　

１
７
７
７
人
の
町
民
の
皆
さ
ん
に

回
答
し
て
い
た
だ
き
、
集
計
を
行
い

ま
し
た
。
調
査
へ
の
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

回
答
者
の
属
性

健
康
感
、生
活
の
満
足
度
に
つ
い
て

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に

　
　
　
　
健
康
づ
く
り
！

〜
健
康
づ
く
り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
会
だ
よ
り
〜

■
い
つ
も
取
っ
て
い
る
睡
眠
で
休
養

　

が
取
れ
て
い
ま
す
か
。

■
こ
こ
１
カ
月
間
に
ス
ト
レ
ス
や
イ

　

ラ
イ
ラ
を
感
じ
ま
し
た
か
。

■
過
去
１
年
間
に
歯
や
歯
ぐ
き
の
検

　

診
を
受
け
ま
し
た
か
。

■
歯
ブ
ラ
シ
以
外
で
何
か
使
用
し
て

　

い
ま
す
か
。

　

調
査
結
果
の
後
半
は
来
月
号
の

「
部
会
報
告
第
３
弾
」
で
お
伝
え
し

ま
す
。

身
体
活
動
・
運
動
に
つ
い
て

0% 20 40 60 80 100

休
養
と
心
の
健
康
に
つ
い
て

歯
の
健
康
に
つ
い
て

健康だと思う
27.3％

まあまあ健康だと思う
47.4％

どちらでもない
7.9％

あまり健康
ではない
11.5％

健康ではない
5.9％非常に満足

している
12.1％

やや満足している
62.2％

やや不満がある
22.2％

非常に
不満である
3.5％

毎日
11.7％

週５〜６日
6.3％

週３〜４日
12.7％

週１〜２日
13.2％

月に数回
10.8％

年に数回
8.7％

していない
36.5％

十分とれている
16.0％

まあまあとれている
60.1％

あまりとれていない
21.0％

とれていない
2.9％いつも感じた

13.9％

時々感じた
56.4％

あまり感じなかった
22.2％

感じなかった
7.5％

受けた
47.6％

受けていない
52.4％

70 歳代
60 歳代

30 歳代
40 歳代
50 歳代

10 歳代
20 歳代

■毎日　■週５〜６日　■週３〜４日　
■週１〜２日　■月に数回　■年に数回
■していない

デンタルフロス
糸ようじ

歯間ブラシ

液体ハミガキ

洗口液

その他

使用していない

15.5％

24.0％

10.9％

13.2％

3.2％

46.3％

■
性
別

　

男
性 

45
・
６
％　

女
性 

54
・
４
％

■
年
齢

　

16
〜
19
歳  

12
・
１
％

　

20
歳
代 

10
・
１
％　

30
歳
代 

12
・
２
％

　

40
歳
代 

11
・
５
％　

50
歳
代 

14
・
４
％

　

60
歳
代 

19
・
２
％　

70
歳
代 

20
・
５
％

■
地
区

　

田
浦 

25
・
６
％　

佐
敷 

33
・
３
％

　

吉
尾 

４
・ 

０
％　

大
野 

10
・
３
％

　

湯
浦 

26
・
８
％

部会報告

第２弾！

年代別の内訳　

運
動
を
し
て
い
な
い
と
い
う
人
が

36
・
６
％
と
最
も
多
く
、
月
、
ま
た

は
年
に
数
回
の
人
と
合
わ
せ
る
と

56
・
１
％
と
半
数
以
上
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
年
代
別
で
は
、
50
歳
代

で
運
動
を
し
て
い
な
い
人
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

睡
眠
で
休
養
が
「
あ
ま
り
と
れ
て

い
な
い
」「
と
れ
て
い
な
い
」
を
合

わ
せ
る
と
23
・
９
％
で
す
。
ま
た
、

ス
ト
レ
ス
や
イ
ラ
イ
ラ
を
「
い
つ
も

感
じ
た
」「
時
々
感
じ
た
」
を
合
わ

せ
る
と
70
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歯
や
歯
ぐ
き
の
検
診
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
人
は
47
・
６
％
で
す
。
ま

た
、
歯
ブ
ラ
シ
以
外
で
使
用
し
て
い

る
も
の
と
し
て
歯
間
ブ
ラ
シ
が
最
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
何
も
使
っ

て
い
な
い
人
が
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

74
・
７
％
の
人
が
「
健
康
」
ま
た

は
「
ま
あ
ま
あ
健
康
」
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
生
活
全
般
に
つ
い
て
は
、

「
や
や
満
足
し
て
い
る
」
が
62
・
２

％
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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【
町
民
講
座
】

書
道
（
か
な
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
下　

康
子

短
歌

　
【
芦
北
町
合
同
短
歌
会
】　

無
記
名
で
の
互
選
高
点
順

　

落
ち
葉
掃
く
中
に
埋
も
れ
し
蝉
む
く
ろ
盛
り
の
夏
は
幻
の
ご
と　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
﨑　

一
成

　

秋
の
季
の
う
つ
ろ
い
早
し
柿
の
実
も
淡
く
色
づ
き
在あ

り
ど処

を
あ
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
来　

道
子

　

雅
楽
の
音
響
く
城
跡
に
待
ち
わ
び
し
十
六
夜
の
月
今
昇
り
く
る　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
嶋　

良
子

　

母
が
逝
き
形
見
の
着
物
手
に
取
れ
ば
瞼
の
裏
に
若
き
母
見
ゆ　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
園　

鈴
子　

　

芋
の
間
に
ピ
ン
ク
小
花
の
水
引
草
ほ
つ
ほ
つ
咲
け
る
秋
ひ
そ
や
か
に　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
居　

静
子

　

杳と
お

き
日
の
手
に
零こ

ぼ

し
た
る
ド
ロ
ッ
プ
ス
似
し
色
楽
し
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
岡　

ミ
ホ

　
【
田
浦
短
歌
会
】　

　

あ
く
が
れ
し
白
鵬
関
の
土
俵
入
り
聖
な
る
風
姿
を
現い

ま

に
見
て
お
り　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

良
子

　

夫
の
愛
車
乗
り
回
す
甥
に
亡
き
夫
の
あ
り
し
日
の
姿
思
い
出
さ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

史
子

　

富
士
山
の
五
合
目
よ
り
見
る
ア
ル
プ
ス
の
山
々
眼
下
に
雲
被か

ず

き
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

溝
口　

陵
子

　

書
初
め
に「
悦
」と
認

し
た
た

め
壁
に
掛
け
安あ

ん
の
ん穏

と
過
ぐ
九
十
三
歳　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
本
ナ
ミ
エ

　

庭
石
の
ぬ
く
み
に
野
良
の
親
子
づ
れ
緩ゆ

る

み
合
う
な
り
真ま

さ
ら新

の
い
の
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
田　

圭
一

　
　
「
若
菜
」　　

編　

集　

後　

記

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
▼
合
併
か
ら
の
10
年
を
振
り
返

る
と
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
事
が
あ
り

ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
も
大
き
く
変

化
し
た
10
年
で
あ
り
ま
し
た
。
青
年

海
外
協
力
隊
と
し
て
海
外
で
過
ご
し

た
２
年
間
。
帰
国
後
祖
父
が
亡
く
な

り
、
結
婚
し
て
子
ど
も
を
授
か
り
新

し
い
家
族
が
出
来
ま
し
た
。
多
く
の

出
会
い
や
別
れ
、嬉
し
い
こ
と
、悲
し

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。一
つ
ひ
と
つ

の
出
来
事
が
何
か
の
縁
で
つ
な
が
っ

て
い
る
ー
。
そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
て

い
ま
す
。
今
は
こ
う
し
て
編
集
後
記

を
書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
何
か
の

ご
縁
で
し
ょ
う
。も
う
し
ば
ら
く（
？
）

お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。（
上
野
）

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
▼
年
始
に
中
学
校
の
同
窓
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
恩
師
や
友
人
な
ど

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
短
い
時
間
で
し
た
が
、
近
況
な

ど
を
聞
き
、
父
親
、
母
親
に
な
っ
た

人
、
夢
を
叶
え
希
望
の
職
業
に
就
い

た
人
、
学
生
の
頃
か
ら
続
け
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
を
今
も
極
め
て
い
る
人
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

で
懸
命
に
努
力
し
て
い
ま
し
た
。
自

分
も
も
っ
と
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
気

が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。
新
た
な
年

を
迎
え
、
気
持
ち
を
新
た
に
広
報
の

仕
事
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
か
ま
ち
）

　
　

芦
北
っ
子
ス
マ
イ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー木ノ下柚

ゆ ず き

季ちゃん

1 歳（新町）

レタスを収穫！晴太、咲
太、柚季 3人仲良し☆

写
真
に
、
①
子
ど
も
の
氏
名
・
ふ
り
が
な
②
年

齢
③
コ
メ
ン
ト
（
30
字
以
内
）
④
住
所
⑤
連
絡

先
（
保
護
者
の
氏
名
・
電
話
番
号
）
を
添
え
て
、

Ｅ
メ
ー
ル
、
郵
送
、
持
参
の
い
ず
れ
か
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
対
象
：
３
歳
ま
で
の
町
内
在
住
の
子
ど
も

＊
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

秘
書
広
報
係

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
１
２
）

　

Ｅ
メ
ー
ル
：koho @

tow
n.ashikita. lg.jp

ス
マ
イ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

掲
載
写
真
募
集
中

山内 優
ゆ ら

空 ちゃん

２歳（湯浦南）

ぽかぽかお天気、
気持ち〜なあ♪

今月の絵手紙

宮
﨑　

由
依

【
町
民
講
座
】

僕が選んだ着物だよ！！
かっこいいでしょー？！

宮嶋聖
せ な

来 くん

　３歳（湯浦南）

君
が
た
め
春
の
野
に
出
で
て
若
菜
つ
む

わ
が
衣
手
に
雪
は
降
り
つ
つ

　

花
を
種
か
ら
育
て
豊
か
な
心
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
「
人
権
の
花
運
動
」
に
取
り

組
ん
で
来
た
田
浦
小
学
校
で
、
11
月
30
日
に
終

了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
に
く
ま
も
と
県
南
人
権
啓
発
活
動
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
か
ら
贈
ら
れ
た
ひ
ま
わ

り
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
花
の
種
。
こ
れ

を
全
校
児
童
で
大
切
に
育
て
、
た
く
さ
ん
の
花

の
種
を
採
取
し
ま
し
た
。
終
了
式
で
は
こ
の
種

を
児
童
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
風
船
に
付

け
「
優
し
い
気
持
ち
が
届
き
ま
す
よ
う
に
」
と

大
空
に
放
ち
ま
し
た
。
色
と
り
ど
り
の
風
船
約

３
０
０
個
は
空
高
く
飛
ん
で
行
き
ま
し
た
。

　

後
日
風
船
が
届
い
た
玉
名
市
の
事
業
所
か
ら

「
ひ
ま
わ
り
の
種
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
大
事
に
育
て
た
い
と

思
い
ま
す
。」
と
書
か
れ
た
手
紙
が
届
き
、
児

童
た
ち
に
も
笑
顔
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。

届
け
遠
く
の
町
ま
で

人
権
の
花
の
種

お 誕 生 お め で と う

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

山川　満
みちる

　　　１１．２０　  男　　茂夫　　  湯浦南

山本　沙
さ な

菜　　１１．３０　  女　　孝裕　　  田浦町３

立杉　篤
あ つ き

希　　１２．  ３　  男　　和昭　　  花岡西

清水　うらら　１２．  ４　  女　　祐介　　  湯浦南

元山　愛
い と は

葉　　１２．  ８　  女　　正徳　　  小田浦１

福浦　清
し ん じ

次　　１２．１０　  男　　清一　　  湯浦北

宮本　湊
み な と

大　　１２．１２　  男　　大輔　　  鶴木山

杉村　奏
か な と

翔　　１２．２４　  男　　浩二　　  花岡東

H26.12.1 〜 12.31 受付分（敬称略）受付件数９件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報係までご連絡ください。

　氏　　名               死亡日　     　年齢　　　　  区　

山内　洋子　　   １２．  １　　  ６７　　　古石南

宮本　ワカ　　   １２．  ５　　  ９２　　　計石西

井川　フサ子　   １２．  ６　　  ８７　　　天月

中村　ヒサコ　   １２．  ６　　  ９２　　　鶴木山

大石　キミエ　   １２．  ７　　  ９４　　　田浦町２

園田　勝　　　   １２．１５　　  ５６　　　小田浦６

髙野　照子　　   １２．１５　　  ８４　　　小田浦５

三浦　市助　　   １２．１８　　  ９６　　　田浦町３

告　安義　　　   １２．２１　　  ６９　　　市野瀬

元村　正信　　   １２．２２　　  ８４　　　桑原

山下　善作　　   １２．２２　　  ９４　　　花岡東

　田　キミヨ　   １２．２６　　  ８８　　　向町

福島　シズ子　   １２．２６　　  ９２　　　横居木

山口　モゝエ　   １２．２７　　  ９４　　　國見

鎌畑　照夫　　   １２．２９　　  ７７　　　白石

溝口　一男　　   １２．２９　　  ８６　　　古石北

上村　郁子　　   １２．２９　　  ７８　　　田浦町１

久保　春男　　   １２．３０　　  ８８　　　田浦町３

大石　久代　　   １２．３０　　  ６８　　　計石東

赤迫　佐喜子　   １２．３１　　  ９０　　　宮崎

山下　茂　　　   １２．３１　　  ９１　　　花岡西

H26.12.1 〜 12.31 受付分（敬称略）受付件数 28 件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。
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２
０

１
５

 1
月

　N
o.121

（
再

生
紙

使
用

）

芦
北
う
た
せ
マ
ラ
ソ
ン3月22日日（雨天決行）

芦北海浜総合公園

【定　員】　2,000 人　　　【申込期限】２月１3日（金）午後5時

2015

３㎞／ 5㎞／ 10㎞／ハーフマラソン

【期　日】

【場　所】

【種　目】

＊申込・問い合わせ先
　芦北うたせマラソン大会実行委員会事務局（商工観光課内）
　☎（８２）２５１１（内線１７１・１７２）　  

・観光うたせ船一隻貸し切り特別招待
・芦北町特産品、液晶テレビ
　　　　　　　　など豪華賞品多数

【参加料】 　小・中学生 1,000 円／高校生 1,500 円／一般 3,000 円

大会

※参加料の入金先着による定員締切となりますのでお早めの入金をおすすめします。
【申込方法】商工観光課にある参加申込書またはインターネットで申込みください。

芦北うたせマラソン 検索

不
知
火
海
の
潮
風
を
切
っ
て　

芦
北
を
駆
け
抜
け
る    　

。

出場者募集中

芦
北
町
合
併
10
周
年
記
念

【公式 HP】

【参加資格】小学４年生以上

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

「
星
野
富
弘
の
詩
画
と
詩
画
公
募
入
賞
作
品
展
」　

　

○
期
間　
　
　

２
月
10
日
㈫
〜
５
月
10
日
㈰

　

○
休
館
日　
　

第
２
・
４
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

星
野
富
弘
美
術
館

　

☎
（
８
６
）
１
６
０
０

　

今
年
で
８
回
目
と
な
る
詩
画
公
募
展
作
品
を
募
集

中
で
す
。
締
切
は
１
月
31
日
㈯
美
術
館
必
着
で
す
！

ま
だ
締
め
切
り
ま
で
時
間
が
あ
り
ま
す
。
ご
応
募
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
美
術
館
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
２
月
初
め
に
審
査
を
行
い
ま
す
。入
賞
作
品
は
、
展

示
室
内
で
星
野
作
品
と
共
に
展
示
し
ま
す
。）
　

▶
「
難
転
（
ナ
ン
テ
ン
）」
２
０
０
８
年

詩
画
公
募
展
作
品
募
集
中　

１
月
31
日
㈯
ま
で

画：村枝賢一（芦北町出身・在住）

抽せん会豪華賞品


